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人家庭に下宿して「女が日本の家ではどのように振舞わなければならないか厳  
しく教えこまれた」2留学生だった。   
今号には，高知で教えたエーヴュルスマイアー氏，松本で教えたヤンセン民  




















2 『文化論集第15号』（1999年9月）120頁  
3 1934年設立  
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4 クラブフ，ブロイア一両氏の証言は『文化論集第16号』（2000年12月）所収  
5 『文化論集第15号』にこの調査報告を載せ始めたとき，ドイツで出版準備中だった   
”Gelebte Zeitgeschichte－Alltag von DeutscheninJapann1923－1947“（IUDICIUM   
Verlag，Mtimhen）はアードラー氏逝去の翌年，2000年に刊行された。これにはアー   
ドラー氏が当時の日本を切り取ったスケッチも多数収録されている。  
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6 チェコスロバキアを併合しようとするヒトラー・ドイツと，これを警戒するチェコ   
スロバキア，イギリス，フランスとの間に生まれた緊張状態。  
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の口からもれるのを聞いたことがありました。   
京都の私たちは戦争による損害を受けずに済みましたが，神戸はその分甚大  
7 板東捕虜収容所（徳島県鳴門市）に収容された青島守備隊のドイツ兵はさまざまな   
職業の出身で，パンヤ菓子のマイスターも多数いた。戦後も日本に残ったマイス   
ターたちは神戸や東京でドイツ料理やパン・菓子の店やハム・ソーセージの製造業   
を開業した。彼らのことについてはアードラー氏も言及している。31頁参照  
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8 現在のインドネシア。この時期にインドネシアからやって釆た彼女たちは「蘭印夫   
人」と呼ばれた。『文化論集第16号』138頁および141頁脚注参照。  
9 1927年設立  
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けてくれました。ツアツヘルトはちょうど松本で教える講師を探していたとこ  
ろでした。内定していた彼の後任者が，ロシア経由のルートがもはや通行不可  
能になっていたために来られなくなっていたからです。   
私はツアツヘルト氏に歓迎され，私の関心と能力について彼に話しました。  
彼とは何度か会って，ハンドブックを渡され，私がそれをきちんと勉強すれば  



















220   


























221   







た。   
ヤンセン氏：食糧不足が深亥りになると，ペットはもはや飼うことを許されな  
くなりました。   
ヤンセン夫人：そのとおりです。でもヒライさんは役所に行って，リゴ用の  
配給切符を申請してきました。それで，犬がどれほど食べるのか知られること  
にもなりました。   
ヤンセン氏：その後私たちは，リゴを屠殺場に連れて行かなければならな  
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観光旅行であり，それは許されないということでした。   
ヤンセン夫人：そのときは，私たちが結婚してちょうど4ケ月になったばか  





10 復活祭の贈り物にする彩色ゆで卵  
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6乃至8時間かかりました。戦争末期何千人もの日本人が町から親戚や友人の   
いる田舎へ移りました。それで列車は非常に混んでいました。ですから私は卵  
を何とかしてゆでなければならなかったのです。しかし，ホテルの湯は割り当  
て分しかありませんでした。19時に湯船に半分の湯が部屋に送られてきまし   
た。私は生卵を熱い風呂の湯に入れ，湯が冷めるまで浸けておきました。そう  
して，30分ほどゆでた卵を持って安心して帰路につき，顔を輝かせて妻に卵を  
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を過ごすことになりました。   
ヤンセン氏：戸籍上の結婚は1944年の待降節の第4日曜日に横浜の領事館  
で，教会での結婚は翌白軽井沢で行いました。  
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12 ドイツ・スイス・オーストリアにまたがる大潮  
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に乗り込みました。   
私たちの蜜月は，食べ物に関してほ7 貧しいものでした。1944年の末でひど  
い状況でした。私たちには煎玉子を作る粉末卵しかなく，ひどい味でした。そ  
れでも私たちは東京のドイツ人のパン屋から黒パンを送ってもらっていまし  
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た。   
ドイツに関するほかの情報は，政府発表どおりに書かれた「ドイツ通信」か  
13 ドイツの国際放送［局］  
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お金を私たちが受け取ったことに誰も気づきませんでした。   
船上では，男たちは仕事をしなければなりませんでした。夫は抜け目なく，  
まだ港にいたときにすぐに厨房勤務に手をあげました。1週間の勤務が義務づ  
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す。胎に乗っていたドイツ人ジャーナリストたちは，アメリカ側から，日々の  
ニュースから日報を作る気がないか，と訊かれました。すべての放送局を聴く  






















233   
文化論集第20号  110   
信した内容は誰も理解できませんでした。私の発音がまったく違っていたから  
です。当時はまだ，テレビもラジオも，語学のテープもレコードもありません  
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りもずっと早くそれを見つけることができました。日本人家庭に住んだも同然   
で，日々日本語しか話さなかったのは．私にとってはこの上ないことだったと  














たちは富士五湖や日光方面に出かけました。ふだんも私たちはよく顔を合わ   
せ，日本やドイツのことについて語り合いました。ほかの学生たちともよく話  
をしました。私は毎日大学の講義に通っていたわけではありませんが，週に  
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3，4回は講義を聴きに行きました。夏はうだるように暑く，梅雨の頃は講義  













の上なく素晴らしい土地の一つでした。まだ手つかずの自然が見られたからで   










236   

























237   

















にだまされたなどとは想像すらできなかったからです。   
政治の話になってドイツのことが話題になると，みんな「気を付け」をし  
て，内心ではそう思っていなくても，ナチの政策を擁護しなくてはなりません  




14 アードラー氏は「ドイツ通信社」と言っているが，ゾルゲはフランクフルト新聞の  
通信員という身分で日本に来ていた。  
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した。OAGは1900年以前にできたたいへん古い施設で15，多方面にわたる立  
派な図書館をもっていました。もっキも，あの建物はその後戦争中に爆撃で破  














後日本に残っていたのです。   
このような面でも学問の面でも，とくにOAGを介して，私たちはいつも同  
胞と活発なつき合いをしていました。しかし，日本人とドイツ人との間の親交  




15 東京のOAGは1873年に設立されている。  
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た。どれも，戦争中はベーンケ海軍大将が会長をしていたベルリン独日協会の  
支部でした。日本のことについて関心をもっていた人たちは実際みんな，独日  
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ときどき大森の近所のドイツ人宅にも招かれました。彼らのうちの一人は  
ジーメンスの社員でした。彼のところによく招待されたのですが，よく若いド  
イツの婦人たちが来ていました。   
OAGが開いていた新年の舞踏会には私は行きませんでした。あの舞踏会は  
すでにナチの旗を掲げて開かれるようになっていたからです。私はそれが気に  
入らなかったのです。「ドイツ人コミュニティー（Deutsche Gemeinde）」と称  
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した。ですから私はドイツに帰りたくありませんでした。   
確かに，日本でもすべてがパーフェクトだったわけではありません。たとえ  
ば，衛生環境はドイツよりお租末でした。東京と大森にはいたる所で覆いのな  





















242   
119  終戦前滞日ドイツ人の体験（4）   
むことになりました。また日本に戻ろうと思っていたのですが，残念ながらも  
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